
　

毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ

て
い
る
軽
自
動
車
（
50
㏄
な
ど
の
バ

イ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
用
作

業
用
車
両
も
含
む
）
に
、
そ
の
年
の

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
車
両
が
な
く
使
用
し
て
い

な
く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い

な
い
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
車
両
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
す
み
や
か
に
廃
車
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は

変
更
登
録
の
手
続
き
を
、
自
動
車

の
所
有
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合

は
移
転
登
録
の
手
続
き
を
、
15
日
以

内
に
す
る
よ
う
法
律
（
道
路
運
送
車

両
法
）
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
怠
る
と
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
軽
二
輪
・
軽
三
輪
・
軽
四
輪
車

　

熊
本
県
軽
自
動
車
協
会
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○
自
動
二
輪
車

　

九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
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２
５
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バ
イ
ク
・
農
業

用
作
業
用
車
・
ミ
ニ
カ
ー

　

菊
池
市
役
所
税
務
課

　

私
は
人
を
さ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
周
り
の
友

達
み
ん
な
が
そ
の
子
を
さ
け
て
い
た

か
ら
で
し
た
。
私
は
そ
の
子
と
は
仲

が
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
に

き
ら
わ
れ
た
く
な
く
て
周
り
に
話
し

を
合
わ
せ
て
、
さ
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
本
当
に
ひ
ど
い
こ
と

を
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
子
は
私

を
信
じ
て
い
た
の
に
、
私
は
裏
切
っ

た
の
で
す
。
私
は
弱
い
人
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
あ
の
時
、
そ
の
子
に

手
を
差
し
出
し
て
あ
げ
た
ら
、
と
考

え
る
と
本
当
に
後
悔
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
み
な
さ
ん
も
周
り
に
き

ら
わ
れ
た
く
な
く
て
友
達
を
裏
切
っ

た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
自

分
さ
え
良
け
れ
ば
」
な
ど
と
い
う
考

え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
分
、
誰

に
で
も
弱
い
心
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
私
は
思
い
ま
す
。
実
際
、
私
も

弱
い
心
が
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
人
を
さ
け
て
か
ら
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
さ
け
て
い
た
友
達
か
ら
、

「
ご
め
ん
ね
」
と
言
わ
れ
た
時
で
す
。

私
は
何
で
こ
の
子
が
謝
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
謝
る

べ
き
な
の
に
・
・
・
と
思
い
ま
し
た
。

本
当
に
申
し
わ
け
な
か
っ
た
で
す
。

私
は
そ
の
時
、
こ
ん
な
に
強
い
心
の

友
達
を
も
て
て
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
こ
の
よ
う
に
、
さ
け
て
い
た

友
達
か
ら
弱
い
心
を
と
り
は
ら
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

弱
い
心
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
自
分
を

ふ
り
返
っ
て
み
た
と
き
、
強
い
心
が

く
っ
つ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
私

は
け
っ
し
て
強
い
人
間
で
は
な
い
け

れ
ど
、
人
の
心
の
痛
み
が
分
か
る
、

強
い
心
を
持
ち
た
い
で
す
。

　
渋
江
公
寧（
一
八
五
八
〜
一
八
九
六
）

は
、
晩
香
の
長
子
、
漢
詩
に
堪た
ん

能の
う

で
、

最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
、
頼
山
陽
の

『
日
本
外
史
』と『
日
本
政
記
』で
し
た
。

　
山
口
泰
平
著
『
肥
後
渋
江
氏
伝
家
の

文
教
』（
下
写
真
）に
よ
れ
ば
、公
寧
は
、

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
熊
本
師
範
学

校
に
入
学
、
翌
九
年
に
は
「
第
十
三
番

中
学
区
派
出
三
等
教
員
」の
資
格
修
得
、

隈
府
町
菊
池
小
学
校
に
赴
任
、以
後「
公

立
菊
池
中
学
校
」
の
創
立
に
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
父
晩
香
の
私
塾
「
遜

志
堂
」
の
経
営
を
助
け
、
菊
池
神
社
祠

官
も
兼
務
、
加
え
て
政
治
活
動
も
非
常

に
熱
心
な
青
年
で
し
た
。

　
公
寧
は
、明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）

年
の
県
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、「
紫
溟

会
」
か
ら
当
選
、
つ
い
で
同
二
十
七

（
一
八
九
四
）
年
の
第
四
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
で
は
、
第
三
区
か
ら
「
国
権

党
」
と
し
て
当
選
、
政
治
活
動
に
邁
進

し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、「
菊
池
郡
名
問
題
」
に

つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
第
九
帝

国
議
会
に
は
、
大
阪
府
・
神
奈
川
県
・

熊
本
県
な
ど
の
二
十
七
府
県
の
郡
廃
置

法
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
県
に
関
す
る
議
案
は
、「
熊
本

縣
肥
後
國
飽
田
郡
及
託
麻
郡
を
廃
し
、

飽
託
郡
を
置
く
、
肥
後
國
山
鹿
郡
及
山

本
郡
を
廃
し
、
鹿
本
郡
を
置
く
、
肥
後

國
菊
池
郡
及
合
志
郡
を
廃
し
、
菊
志
郡

を
置
く
」
と
い
う
も
の
で
、
衆
議
院
の

特
別
委
員
会
に
付
託
・
審
議
さ
れ
、
ほ

と
ん
ど
政
府
原
案
通
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、「
菊
池
郡
名
問
題
」
で
は
、

同
じ
「
国
権
党
」
で
三
区
選
出
の
紫
藤

寛
治
は
「
菊
志
郡
」
原
案
を
支
持
し
、

渋
江
公
寧
は
「
該
地
方
は
菊
池
氏
歴
代

忠
君
の
偉
業
を
立
て
た
根
拠
地
」
で
、

「
こ
の
名
称
を
永
久
に
保
存
す
る
の
は
、

風
教
上
極
め
て
必
要
」
と
真
っ
向
か
ら

反
対
、
旧
名
「
菊
池
郡
」
の
残
存
を
強

く
主
張
、
両
者
間
で
大
議
論
と
な
り
ま

し
た
。
郡
名
は
、公
寧
の
修
正
案
の「
菊

池
郡
」
に
決
定
、
貴
族
院
で
も
大
議
論

の
末
に
、
や
っ
と
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
が「
菊
池
郡
」の
名
が
残
り
、「
合

志
郡
」
が
消
え
た
経
緯
で
し
た
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
文
学
博
士　
堤　
　
克
彦

INFORMATION

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
32

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

弱
い
心
を
み
つ
め
て

        　
　

菊
池
南
中
３
年　

阪
本
侑
加 46

肥後渋江氏伝家の文教
（菊池市教育委員会蔵）

　菊池市奨学資金貸付の申請を下記に
より受け付けます。
受付期間
　４月１日（水）～４月 30日（木）
※ただし、特別の事情があると認めら
れる場合は、受付期間外でも受け付けることもあります
ので市教育委員会までご相談ください。
対象者
○菊池市内に１年以上在住している人、または１年以上在
住している人の子
○高等学校、高等専門学校、短期大学、大学、大学院また
は各種専修学校に在学している人
○経済的理由で就学困難な人
○日本学生支援機構その他奨学金の支給または貸し付けを
受けていない人
貸付額（月額）
•公立高校（高専含む） 18,000 円
•私立高校 30,000 円
•公立専門（専修）学校 44,000 円
•私立専門（専修）学校 53,000 円
•国公立（短期）大学 44,000 円
•私立（短期）大学 53,000 円
決定方法
　菊池市奨学金奨学生選考委員会で審議の上、決定します。
※詳細は前号（広報きくち２月号）23ページをご覧くだ
さい。
問い合わせ・申込先　教育総務課、各分室教育課

渋
江
公
寧（
子
静・龍
伏
）

残
っ
た「
菊
池
郡
」、

   　
消
え
た「
合
志
郡
」

　土地の固定資産税は、登記簿記載の地積（登
記地積）により評価して課税を行うことが原則
となっています。
　旧菊池市と旧旭志村は全域の地籍調査が完了
していないため、未調査地区との課税の均衡上、
地籍調査後に地積が増加した場合は、例外的な
取り扱いとして地籍調査前の地積で課税してき
ました。
　しかし、平成 17年３月の市町村合併に向け
ての合併協議会における協議により、税負担の
公平性などを総合的に考慮して、平成 21年度
から、原則どおり、地籍調査終了後の登記地積
による課税を行うこととなっています。
　それに伴い、面積増加分の固定資産税がこれ
までと比べ高くなります。皆さんのご理解とご
協力をお願いします。
問い合わせ先　税務課固定資産税係

　

３
月
で
年
度
末
と
な
り
ま
す
の
で
、

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘

れ
な
ど
が
な
い
よ
う
早
め
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
菊
池
市
で
は
、
納
税
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
、
滞
納
処
分
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
事
情
で
、
納
期
限
内
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

早
め
に
納
税
相
談
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

放
置
し
た
ま
ま
で
は
、
差
し
押
え

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

菊池市奨学資金貸付の
申請を受け付けます

　県および市町村では、差押物件の公売会を
次のとおり合同で開催し、家電製品・日用品
などを出品します。この機会にぜひご来場く
ださい。
と　き
　３月 19日（木）午前９時開場予定
ところ
　益城町総合体育館（益城町木山 236）
公売物件　約 500点（予定）
公売方法
　入札や競り売りによります。なお、公売物
件の引き渡しは買受代金納付時の現況で行い
ます。
当日必要なもの
　①印かん（認め印で可。法人の場合は代表
者印）

　②購入代金（入札金額および消費税）
　③本人が確認できるもの（運転免許証、健
康保険証など）

　④委任状（代理人が入札する場合）
その他
　公売前に滞納税が完納された場合などは、
公売中止になることがあります。
問い合わせ先
　熊本県税務課地方税徴収特別対策室
　☎ 096（333）2099　または
　菊池市役所税務課収納対策室

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
・
移
転

手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
？

地籍調査が終了した土地に係る
固定資産税は、平成21年度から
登記地積で課税を行います

市
税
・
国
保
税
の

納
期
限
が
経
過
し
て
い
ま
す

住
民
税

　

１
期
、
２
期
、
３
期
、
４
期

固
定
資
産
税

　

１
期
、
２
期
、
３
期
、
４
期

軽
自
動
車

　

全
期

国
民
健
康
保
険
税

　

１
期
、
２
期
、
３
期
、
４
期
、

５
期
、
６
期
、
７
期
、
８
期

第４回菊池市公売会を実施しました

　
今
回
で
「
文
教
菊
池
の
人
々
」
の

シ
リ
ー
ズ
は
終
了
し
ま
す
。
ご
愛
読

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第4回県・市町村
合同公売会

　市税・国保税の徴収のために差し押えた動産を公売す
る菊池市公売会が、１月 22日（木）に七城公民館で行
われ、市内外から約 130人の参加者がありました。
　今回、差し押さえた動産（自動車・家電製品・日用品・
置物など）141 点を入札や競り売りで公売し、完売と
なりました。
　合計落札額は 193,868 円で、滞納となっている市税
などへ充てました。
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